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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

１ 概要

ブロック図１－１

ＴＢ０２２６は”Ｖｒ４１３１・マルチチップ・モジュール”を使用した、ネットワーク対応ＣＰＵ機能モ
ジュールです。

２ポートのＦａｓｔイーサネット、２ポートのＵＳＢ Ｉ／Ｆ（ホスト）、及び１ポートのデバッグ用シリ
アルＩ／Ｆを持っています。

特長１－２

１、コアクロック２００ＭＨｚのＣＰＵを使用し、３００ＭＩＰＳ以上の計算性能があります。
２、ＵＳＢ２．０対応ホストコントローラを搭載。ハードディスク等を接続することができます。
３、１００ｂ／ＴＸ及び１０ｂ／Ｔに対応したイーサネットポートを２ポート持っています。
４、５Ｖ単一電源で動作します。低消費電力なので、強制空冷等の放熱対策が不要です。
５、軽量、かつコンパクトです。（ハガキ半分サイズ）

ＴＢ０２２５（ＭＣＭ）

CPU : VR4131 200MHz

SDRAM : 32M byte

FLASH : 16M byte
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

２ 仕様

機能仕様２－１

ＣＰＵ ： Ｖｒ４１３１ コアクロック２００ＭＨｚ
ＳＤＲＡＭ ： ３２Ｍバイト、３２ビット幅アクセス。
フラッシュメモリ ： １６Ｍバイト、３２ビット幅アクセス。書き換え回数１０万回以上

ＲＳ２３２Ｃ ： ＳＩＵに対応。制御線サポート。
イーサネットＩ／Ｆ ： ２ポート。１０ｂ／Ｔ、１００ｂ／ＴＸに対応。
ＵＳＢ ： ２ポート。ＯＨＣＩ及びＥＨＣＩに対応。

２－２ 物理仕様

寸法： ９０㎜ × ７０㎜ × ２０㎜（突起部を含む）
重量： ５５ｇ
動作温度： ０～５０℃
保存温度： －２０～７０℃
動作環境： 結露しないこと。

電源電圧： ５Ｖ

電源電流： ５Ｖ １Ａ

※ＵＳＢからバスパワーを供給する場合、必要に応じて供給電流を増加してください。
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３ 基板外形

３－１ 基板外形図

３箇所にφ２．７の固定穴があります。
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

３－２ コネクタ位置

☆電源ジャック
電源供給のためのコネクタです。
通常は５ＶのＡＣアダプタを接続します。（センター＋）

☆ＵＳＢ
ＵＳＢコネクタ（２ポート）です。下のポートはｕＰＤ７２０１００のＰＨＹポート１に接続されています。
上のポートはＰＨＹポート２に接続されています。

☆イーサネット１、イーサネット２
イーサネットのコネクタです。イーサネット１はＵ１０から制御され、イーサネット２はＵ１４から制御さ
れます。

☆ＲＳ－２３２
デバッグ用のシリアルポートです。

☆ＪＴＡＧ
Ｎ－ｗｉｒｅＩ／Ｆのコネクタです。ＴＢ０２１７を接続し、ＪＴＡＧデバッガを使用することができます。

☆ＬＥＤ
ＬＥＤインジケータが２つあります。
ＬＥＤ上：ＣＰＵが動作中に点灯します。
ＬＥＤ下：ＣＰＵ内蔵のＬＥＤＵから制御されるＬＥＤです。任意の周期で点滅できます。

☆ＲＥＳＥＴ ＳＷ
このスイッチを押すと、ＣＰＵがＲＴＣリセットされます。

☆ＰＯＷＥＲ ＳＷ
このスイッチを押すと、ＣＰＵのＰＯＷＥＲＯＮ信号がアサートされます。ハイバネーションモードからの
復帰に使用できます。

ＰＯＷＥＲ ＳＷ

ＲＥＳＥＴ ＳＷ

ＵＳＢ

電源ジャック

ＲＳ－２３２

ＬＥＤ

イーサネット １

イーサネット ２

ＪＴＡＧ
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

４ アドレスマップ
☆アドレスは物理アドレスです。

フラッシュ・メモリ （バンク１）

ＲＦＵ

ＰＣＩ領域

内部Ｉ／Ｏ領域

ＲＦＵ

ＳＤＲＡＭ (バンク０)

Ox1FFF FFFF

Ox1F00 0000
Ox0000 0000

Ox1800 0000
Ox17FF FFFF

Ox1000 0000
Ox0FFF FFFF

Ox0F00 0000
Ox0EFF FFFF

Ox0200 0000
Ox01FF FFFF

Ox0000 0000
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

５ ＰＣＩバス

イーサネットコントローラとＵＳＢコントローラはＰＣＩバスを介してアクセスします。

５－１ ＧＤ８２５５９ －１

☆コネクタＵ１３に対応するイーサネットコントローラです。

ＩＤＳＥＬ信号： ＡＤ１２に接続
割り込み： ＩＮＴＡ＃をＣＰＵのＧＰＩＯ２に接続

※パラレルフラッシュＩ／Ｆはサポートしていません。

５－２ ＧＤ８２５５９ －２

☆コネクタＵ１６に対応するイーサネットコントローラです。

ＩＤＳＥＬ信号： ＡＤ１３に接続
割り込み： ＩＮＴＡ＃をＣＰＵのＧＰＩＯ３に接続

※パラレルフラッシュＩ／Ｆはサポートしていません。

５－３ ｕＰＤ７２０１００

☆ＵＳＢコントローラです。

ＩＤＳＥＬ信号： ＡＤ１４に接続
割り込み： ＩＮＴＡＯをＣＰＵのＧＰＩＯ４に接続

ＩＮＴＢＯをＣＰＵのＧＰＩＯ８に接続
ＩＮＴＣＯをＣＰＵのＧＰＩＯ１３に接続

ＵＳＢポート１と２を使用。３，４，５は使用不可。
ＵＳＢポート１はコネクタ（２段スタック）の上側に接続。ＵＳＢポート２は下側に接続。

６ リセット回路について

ＲＴＣリセット解除後（約０．５秒後）、ＲＳＴＳＷリセットが１回発生します。
ＣＰＵの初期化時にＶＴＣＬＫを設定しておくと、このＲＳＴＳＷリセットによりＶＴＣＬＫ周波数を設定
することができます。
なお、ソフトウェアからＣＰＵをリセットすることはできません。
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

７ コネクタ

７－１ 電源コネクタ

ＣＮ１ ＨＥＣ２３０５－０１－２５０（ホシデン）

中央ピン ＋５．５Ｖ

外周 ＧＮＤ

安定化された＋５Ｖの電源を供給してください。

７－２ ＲＳ２３２Ｃ

ＣＮ３ ＨＩＦ３ＦＣ－１０ＰＡ－２．５４ＤＳＡ（ヒロセ）

（ＤＴＥ定義）

ピン 名称 ピン 名称

１ ＤＣＤ ６ ＣＴＳ

２ ＤＳＲ ７ ＤＴＲ

３ ＲＸＤ ８ ＮＣ

４ ＲＴＳ ９ ＧＮＤ

５ ＴＸＤ １０ ＮＣ

信号 方向 機能

DCD IN キャリア検出

DSR IN データセットレディ

RXD IN 受信データ

RTS OUT 送信要求

TXD OUT 送信データ

CTS IN 送信許可

DTR OUT 端末装置レディ

GND ＧＮＤ

ＳＩＵ（シリアル・インターフェース・ユニット）に対応する入出力端子です。

信号のレベルはＲＳ－２３２－Ｃに準拠しています。
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

７－３ イーサネット

Ｕ１３、Ｕ１６ Ｊ００２６Ｄ２１Ｂ （ＰＵＬＳＥ）

ピン 名称 ピン 名称

１ Ｔｘ＋ ５ －

２ Ｔｘ－ ６ Ｒｘ－

３ Ｒｘ＋ ７ －

４ － ８ －

イーサネットＩ／Ｆのコネクタです。
１０Ｂ／Ｔと１００Ｂ／ＴＸに対応します。

７－４ ＵＳＢ

ＣＮ５ ＤＵＳＢ－ＡＲＢ８２－Ｔ１１Ａ （ＤＤＫ）

ピン 名称 ピン 名称

１ ＶＢｕｓ ３ データ正極

２ データ負極 ４ ＧＮＤ

ＵＳＢのコネクタです。

７－５ Ｎ－ｗｉｒｅ

ＣＮ２ ＸＦ２Ｅ－１５１５－１（ＯＭＲＯＮ）

ピン 名称 ピン 名称

１ ３．３Ｖ ９ ＪＴＤＯ

２ ＢＫＴＧＩＯ １０ ＪＴＣＫ

３ ＮＣ １１ ＪＴＭＳ

４ ＮＷＩＲＥＥＮ １２ ＪＴＤＩ

５ ＮＣ １３ ＪＴＲＳＴ＃

６ ＮＣ １４ ＧＮＤ

７ ＮＣ １５ ＧＮＤ

８ ＮＣ

Ｎ－ｗｉｒｅインターフェース用のコネクタです。
ＴＢ０２１７を接続し、Ｎ－ｗｉｒｅ対応のデバッガを接続することができます。
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

８ 初期化 パラメータ

ＣＰＵは起動後にレジスタのイニシャライズを必要とします。
初期化パラメータはメモリのサイズやクロックにより変化します。また、アプリケーションによっては、パ
ラメータを変更する必要があります。

８－１ コンフィグレジスタ ＣＰ０－１６

リセット直後に設定してください。

下記の設定例は参考値です。必要により変更してください。

設定例

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
IS EC EP AD M16 BP
1 RO RO RO 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
BE CS IC DC IB DB K0
0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

※ ＲＯ：ＲＥＡＤ ＯＮＬＹ

８－２ ステータスレジスタ ＣＰ０－１２

下記の設定例は参考値です。必要により変更してください。

設定例

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
XX CU0 RE DME DS
0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
IM KX SX UX KSU ERL EXL IE

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

８－３ ＢＣＵ コントロールレジスタ１ 0x0F000000

PAGESIZE : 00
PAGEROM2 : 0
PAGEROM1 : 0
ROMWEN2 : 0
ROMWEN0 : 0
HLDEN : 0

ページＲＯＭは使用していません。
フラッシュ・メモリに書き込みを行う時のみ、ＲＯＭＷＲＥＮｎを「１」に設定してください。（通常０）

イニシャル時の書き込み値

BCUCNTREG1 = 0000-0000-0000-0000

８－４ ＢＣＵ ＲＯＭサイズレジスタ 0x0F000004

SIZE3 : 011
SIZE2 : 011
SIZE1 : 011
SIZE0 : 011

ＲＯＭ（フラッシュメモリ）の容量は１６Ｍバイトです。
バンク１にのみメモリが実装されていますが、他のバンクも同様に設定してください。
イメージの発生を許容できる場合は、１６Ｍバイト～６４Ｍバイトの任意の値に設定することができます。

イニシャル時の書き込み値

ROMSIZEREG = 0100-0100-0100-0100

８－５ ＲＯＭ スピードレジスタ 0x0F000006

ROM4_WAIT : 11
ROM2_WAIT : 0001 (4 VTCLK)

ページＲＯＭは使用していません。そのため、ＲＯＭ４＿ＷＡＩＴの設定は意味を持ちません。

ＲＴＣリセット後、ＶＴＣＬＫは３３．２ＭＨｚに設定されます。
フラッシュメモリのアクセスタイムが９０ｎＳなので、４ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。
この値は、基板外部のデータバス、アドレスバスの負荷が大きい場合には、引き伸ばす必要があります。

ＶＴＣＬＫの周波数は変更することが可能です。ＶＴＣＬＫを変更する場合は、このレジスタの値も適切な
値に設定してください。

イニシャル時の書き込み値

ROMSPEEDREG = 0011-0000-0000-0001

※ ＶＴＣＬＫ ＝ ９９．５ＭＨｚの場合
ROM2_WAIT = 0110
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

８－６ ＢＣＵ コントロールレジスタ３ 0x0F000016

EXT_ROMCS : 00
IO32 : 0
SYSDIR_EN : 0
LCDSEL1 : 0
LCDSEL0 : 0

イニシャル時の書き込み値
BCUCNTREG3 = 0000-0000-0000-0000

８－７ ＳＤＲＡＭＵ ＳＤＲＡＭ・モード・レジスタ 0x0F000400

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。

SCLK : 1
LTMODE : 011
WT : 1
BL : 001

ＳＤＲＡＭの仕様から、ＣＡＳのレーテンシは３に設定します。

イニシャル時の書き込み値
BCUCNTREG3 = 1000-0000-0011-1001

８－８ ＳＤＲＡＭＵ ＳＤＲＡＭ・コントロール・レジスタ 0x0F000402

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。
ＶＴＣＬＫの周波数を変更した場合は、このレジスタの値も再設定する必要があります。

TRC : 1
TDAL : 010
WT : 1
BL : 001

ＳＤＲＡＭの仕様から、バンクアクティブ／リフレッシュ －＞ バンクアクティブ／リフレッシュ間隔は
６８ｎ秒ｍｉｎなので、ＴＲＣは３ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。

ＳＤＲＡＭの仕様から、プリチャージ－アクティブコマンド間隔が２０ｎ秒なので、ＴＤＡＬは２ＶＴＣＬ
ＯＣＫ以上に設定してください。

ＳＤＲＡＭの仕様から、アクティブ－ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥコマンド遅れ時間が２０ｎ秒なので、ＴＲＣＤ
は２ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0010-0011-0010-0010

※ ＶＴＣＬＫ＝９９．５ＭＨｚの場合
SDRAMCNTREG = 0010-0110-0011-0011
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

８－９ ＳＤＲＡＭＵ ＢＣＵ リフレッシュ・コントロール・レジスタ 0x0F000404

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。
ＶＴＣＬＫの周波数を変更した場合は、このレジスタの値も再設定する必要があります。

BRF : 206

ＳＤＲＡＭの仕様から、リフレッシュは４０９６／６４ｍ秒です。
ＶＴＣＬＫの周期（初期値）が３３．２ｎ秒なので、リフレッシュ間隔は５１８ＶＴＣＬＫ以下となります。

イニシャル時の書き込み値
BCURFCNTREG = 0000-0001-0000-0110

※ ＶＴＣＬＫ＝９９．５ＭＨｚの場合
BCURFCNTREG = 0000-0110-0001-1101

８－１０ ＳＤＲＡＭＵ ＲＡＭ・サイズ・レジスタ 0x0F000408

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。

SIZE3 : 100
SIZE2 : 100
SIZE1 : 100
SIZE0 : 100

ＳＤＲＡＭはバンク０にのみ実装されています。
ＳＤＲＡＭの容量は３２Ｍバイトです。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0100-0100-0100-0100

８－１１ ＣＭＵ クロックマスクレジスタ・レジスタ 0x0F000060

MSKPCIU : 1
MSKSCSI : 0
MSKDSIU : 0
MSKFFIR : 0
MSKSSIU : 1
MSKPCIU : 1
MSKPCSI : 0
MSKPFIR : 0
MSKPSIU : 1

設定例ではＴＢ０２２６で使用可能なＩ／Ｏに全てクロックを供給しています。
消費電流を考慮し、制御してください。なお、クロックが停止しているユニットは作動しません。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0010-0001-1000-0010
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ＴＡＮＢＡＣＴＢ０２２６

８－１２ ＰＭＵ ＰＭＵ・コントロール・レジスタ 0x0F0000C2

GPIOnMSK : 0
GPIOnTRG : 0
PLLOFFEN : 0
HALTIMERRST : 1

ＣＰＵ起動後は４秒以内にＨＡＬＴＩＭＥＲをリセットしてください。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0000-0000-0000-0110


